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１．まえがき 

この入力系の電気部品の中には、良否を単品で

判定できるものがあります。 

おもちゃドクターは、知恵を絞って検査する治

具を作っています。これもおもちゃ修理の楽しみ

の一つです。 

 

２．症状・原因（推定）・検査法・修理法（対処法） 

部品については、故障の原因が分からないこと

が多く、原因(推定)を省略します。 

（１）赤外線受信モジュール 

赤外線を受信し、基板の回路でマイコンへの入

力信号を作ります。 

 
 

症状 受信不能 

赤外線送信機の赤外線はでているが、受信して

いないので作動しません 

― ― ― ― ― 

検査法 検査器 

ワイヤレスのリモートコントローラ（略してリ

モコンという）を使うおもちゃは、送受信に関す

る故障の検査を、まず送信機が正しく動作してい

るかを確認してから、修理に取り組みます。 

赤外線送信機で赤外線を発光し、それに「赤外

線検査器」を近づけ、受信状況を確認します。 

 

「赤外線検査器」の作成法は、おもちゃ病院  

修理のヒントのＩＣ編に「赤外線リモコン検査器

の作成法」があります。 

赤色ＬＥＤの点滅で、良否を確認します。 
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また、エレキ編に「赤外線・赤外線コントロー

ラー チェッカーの作り方」があります。 

良否の判定は、赤色ＬＥＤの点滅とイアホンの

音で確認できます。参照してください。 

 

 

― ― ― ― ― 

修理法 交換 

交換する以外、方法はありません。 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

（２）光センサ 

光センサには、光に応じて電流が流れるフォト

トランジスタや、当たる光の量に応じて抵抗値が

変わるＣｄＳ（フォトレジスタ）と呼ばれるもの

があります。 

フォトトランジスタ     ＣｄＳ 

  

赤外線受光モジュール 

赤色ＬＥＤ 

赤外線 

赤色ＬＥＤ イアホンジャック 

赤外線 

 

http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/TomyMatk/TM16_IrDetector.pdf
http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/TomyMatk/TM16_IrDetector.pdf
http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/Toy_Column/21E_IR_Checker.htm
http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/Toy_Column/21E_IR_Checker.htm
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（フォトトランジスタの一例） 

 

 

症状 光検知なし 

明るさを検知しません。 

― ― ― ― ― 

検査法１ 通電試験 

フォトトランジスタ端子の片側に「オーディオ

信号検査器」のプローブを当て、センサの前で手

を振って、音が出ることを確認します。 

 

「オーディオ信号検査器」の作成法は、おもち

ゃ病院 修理のヒントのエレキ編に「オーディオ信

号検査器（+クリスタルイヤーホーン）」がありま

す。 

 

手を振る代わりに、赤外線を出すＴＶリモコン、

赤外線のコントローラーも使えます。 

― ― ― ― ― 

修理法 交換 

交換する以外、方法はありません。 

 

 

 

 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

（３）コンデンサマイク 

音声入力の電気部品です。 

 

 

 

症状 入力なし 

音声が入力されません。 

― ― ― ― ― 

検査法 検査器 

「コンデンサマイク試験器」にコンデンサマイ

クを接続し、それに音声を入力し、スピーカーま

たはイヤホンで音を確認します。 

 

「コンデンサマイク試験器」の作成法は、おも

ちゃ病院 修理のヒントのエレキ編に「マイクチェ

ッカーの製作」があります。 

 

大 小 

http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/Toy_Column/22E_Audio_Checker.htm
http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/Toy_Column/22E_Audio_Checker.htm
http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/Toy_Column/Column13.htm
http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/Toy_Column/Column13.htm
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また、「コンデンサマイク検査器の作成法」にも

ありますので、参照してください。 

 
 

― ― ― ― ― 

修理法 交換 

交換する以外、方法がありません。 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

（４）電波受信回路 

アンテナで電波を受信し、基板の電波受信回路

でマイコンへの入力信号を作ります。 

 

 

症状 受信不能 

送信機の電波はでているが、受信していないの

で作動しません。 

― ― ― ― ― 

検査法 検査器 

これも、電波での送受信に関する故障の検査を、

まず送信機が正しく動作しているかを確認してか

ら、修理に取り組みます 

送信機のアンテナに、「無線送信検査器」を近づ

け、検査器の外付けのスピーカーまたはイアホン

から、送信音が出ているかを聴き確認します。 

 

「無線送信検査器」の作成法は、おもちゃ病院 

修理のヒントのＩＣ修理のヒント編に「ラジコン®

送信機の検査器の作成法」があります。 

 

 

エレキ編に「ラジコン発振回路検査器、ＲＦ・

プローブの作成」がありますので、参照してくだ

さい。 

 
 

― ― ― ― ― 

修理法 交換または回路修理 

アンテナが折れていれば、新品に交換します。 

基板への接続外れは、留め直します。 

基板の回路部品の故障は、回路を解析し故障部

品を交換します。 

これには専門的知識が必要ですので、自信のな

い時は先輩ドクターに相談してください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/TomyMatk/TM10_Mic.pdf
http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/TomyMatk/TM12_RadioCon.pdf
http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/TomyMatk/TM12_RadioCon.pdf
http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/Toy_Column/26E_RFProbe.htm
http://www.qsl.net/jr3bot/Toy/Toy_Column/26E_RFProbe.htm
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― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

（５）圧電素子 

素子に衝撃を与えると、電気信号を出します。 

 

 

症状 出力なし 

衝撃に対し、電気信号を出しません。 

― ― ― ― ― 

検査法１ 出力の観測 

素子表面に衝撃（叩く）を与えると、素子裏面

に半田したリード線に電気信号が出ますので、そ

の信号（瞬時の約１Ｖ）をテスター（アナログか

デジタル）のＡＣ電圧レンジで観測します。 

オシロスコープでも観測できます。 

― ― ― ― ― 

修理法１ 交換または半田 

印刷電極の剥離は、交換するしか方法がありま

せん。リード線の半田外れは、再半田で修理でき

ます。 

― ― ―  ― ― ― 

検査法２ リード線を引っ張る 

リード線が断線していれば、リード線を引っ張

ることで、リード線が抜けて来ます。 

― ― ― ― ― 

修理法２ リード線の再半田 

断線したリード線を、引き出し口付近の切れた

ところで繋ぐと、衝撃で再び断線しますので、こ

こは敢えて印刷電極に直接半田をします。 

 

 

 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

（６）マイクロスイッチ 

微小接点間隔とスナップアクション機構を持ち、

規定の動きと力で開閉動作をする接点機構で、 

その外部に検出部（アクチュエータ）を備えた小

型スイッチです。レバー付もあります。 

 

 

 

症状 導通不良 

検出部に外部の力が加わっても、接点が開放あ

るいは短絡しません。 

― ― ― ― ― 

検査法 導通確認 

検出部に力を加え、接点に繋がった端子間の 

導通を、テスターで確認します。 

― ― ― ― ― 

修理法 形状修正または接点復活剤、交換 

接点の多少の変形は、ケースに入っていないも

のは修正できますが、ケースに入っていれば不可

能です。 

接点腐食での導通不良は、接点に接点復活剤を

吹きかけ、繰り返し検出部に力を加えて 接点開

閉すれば、導通を回復する可能性があります。 

それでもダメな場合は、新品に交換します。 

 

検出部 

ケースに入っていない 
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― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

（７）スライドスイッチ 

つまみをスライドすることにより、端子間を入

り／切りし、おもちゃの動作機能を変えることが

できます。 

また、電源スイッチとしても使われます。 

 

 
 

症状 スイッチの動作不良 

つまみをスライドしても、機能を変えることが

できない。電源スイッチの場合は電源が入らない。 

― ― ― ― ― 

検査法 導通確認 

接点の端子間を、テスターで導通を確認します。 

― ― ― ― ― 

修理法１ 接点復活剤または交換 

スライドスイッチの導通板や接触端子（右写真

を見てください。）が、長期に使わないで放置され

たり、牛乳やジュースなどの液体をこぼして侵入

させたりして、その結果、腐食して導通不良にな

ることが多いです。 

 

まず始めに、スライドスイッチの内部に接点復

活剤を吹きかけ、１０回程度つまみをスライドさ

せて、接点を復活させます。 

直らなければ、交換です。 

 

 

― ― ― 

修理法２ 半田位置の入れ替え 

電源オン／オフだけのリード線が２本の場合、

反対側の使っていないスライドスイッチの端子に

半田付けを入れ替えれば、導通不良が無くなる場

合もあります。 

 

― ― ― 

修理法３ 分解修正 → お勧めでない 

スライドスイッチのつまみに、おもちゃの落下

や乱暴な扱いで強い力が加わり、導通板や接触端

子が変形して、接触不良になることもあります。 

その場合、金属ケースの爪を起こし、導通板や

接触端子の接触を修正できますが、爪の強度や接

圧が安定しないので、あまり奨められません。 

むしろ、交換した方が良いでしょう。 

 

余談 

スライドスイッチの構造には色々なものがあり、

内部の導通板の形状やコイルバネ・板バネなどを

使用したものもあり、構造知識がない限り、分解

修理はお奨めしません。 

端子板 

爪 導通板 

 

接触端子 
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（８）小型プッシュスイッチ 

接点機構の開閉動作を行うスイッチで、指で押

すとクリック感があります。 

 

 

 

症状 導通不良 

ボタンを介して頭部に力を加えても、接点が開

放あるいは短絡しません。 

― ― ― ― ― 

検査法 導通確認 

接点の端子間を、テスターで導通を確認します。 

― ― ― ― ― 

修理法 交換 

この小型プッシュスイッチは、接点が完全では

ありませんが密閉されています。ですから直接に

接点復活剤を吹きかけることができません。 

構造知識を持ったドクターが、分解修理してい

ますが、誰にでもできるものではありません。 

基本は、新品に交換です。 

 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

（９）基板接点と導電ゴム接点のスイッチ 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

（１０）基板接点と可動接片のスイッチ 

この２つは、すでに前の修理法４「プリント基

板の基板接点スイッチが利かない」で詳しく説明

しました。 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

（１１）メンブレンスイッチ 

これも、すでに前の修理法５「プメンブレンス

イッチが利かない」で詳しく説明しました。 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

（１２）振動センサ（傾斜センサ）・・・機械式 

おもちゃを振動、あるいは傾けると、両端子間

が導通状態になります。 

 

 
 
― ― ― ― ― 

症状 導通なし 

振動しても、両端子に導通がありません。 

― ― ― ― ― 

検査法 導通確認 

両端子間を、テスターで導通を確認します。 

― ― ― ― ― 

修理法 交換 

交換する以外方法はありません。 

 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

（１３）ロータリーエンコーダー 

回転位置の情報を出します。 

（腕の回転位置検知の一例） 

 

file:///C:/Users/matk/Documents/_おもちゃ病院/_修理法/_TomyMatk%20Web/TomyMatk/TM82_Memb_Case&Repair.pdf
file:///C:/Users/matk/Documents/_おもちゃ病院/_修理法/_TomyMatk%20Web/TomyMatk/TM82_Memb_Case&Repair.pdf
file:///C:/Users/matk/Documents/_おもちゃ病院/_修理法/_TomyMatk%20Web/TomyMatk/TM81_PCB3_Case&Repair.pdf
file:///C:/Users/matk/Documents/_おもちゃ病院/_修理法/_TomyMatk%20Web/TomyMatk/TM81_PCB3_Case&Repair.pdf
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症状 位置信号なし 

（腕）が回転しても、回転位置信号が出ません。 

― ― ― ― ― 

検査法 信号確認 

接点の端子間を、テスターで導通を確認します。 

― ― ― ― ― 

修理法 洗浄および接点復活剤 

・汚れがあれば、無水アルコールをウエスに付け、

擦り落とします。 

・接点に接点復活剤を吹きかけ、１０回程度回転

させて、接点を復活させます。 

それでもダメな場合は、新品に交換したいとこ

ろですが、手に入りません。修理不能になります。 

 

３.あとがき 

マイコン不良と疑う前に確認するべきは、マイ

コンから見て入力系の電気部品です。 

人間で言うと、５感ならぬ３感と体感に分けて、 

（ちょっと強引ですが・・・） 

 

右端の数字は故障に出会う頻度です。 

但し、個人的見解です。 

１：レア ２：時々 ３：普通 ４：多い 

５：頻繁 

 

視

覚 

赤外線受信モジュール １ 

光センサ １ 

聴

覚 

コンデンサマイク １ 

電波受信回路 １ 

 

 

 

触       

覚            

圧電素子 ２ 

マイクロスイッチ ３ 

スライドスイッチ ５ 

小型プッシュスイッチ ４ 

基板接点と導電ゴム接点 

のスイッチ 

５ 

基板接点と可動接片のスイッチ ４ 

メンブレンスイッチ ４ 

 

体

感 

振動センサ（傾斜センサ） 

・・・機械式 

２ 

ロータリーエンコーダー １ 

 

 

終わり 

 


